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４
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平成 年 月 日

第 号

平
成

年
４
月
１
日
か
ら
実
施

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

施
行
に
基
づ
き
、
平
成

年

４
月
１
日
か
ら
寝
屋
川
市
か

ら
委
託
を
受
け
、
新
た
に
生

活
困
窮
者
自
立

支
援
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま

す
。こ

の
取
り
組

み
は
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
つ
い

て
支
援
機
関
と

協
力
、
連
携

し
、
課
題
解
決

に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
い
ま

す
。相

談
は
無
料

で
す
。

対
象
者
は
、

寝
屋
川
市
内
に
お
住
ま
い
の

方
（
生
活
保
護
受
給
者
は
除

く
）
。

相
談
窓
口
ま
で
行
け
な
い

場
合
は
、
ご
自
宅
等
に
支
援

員
が
訪
問
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
電
話
、

、
メ

ー
ル
で
も
相
談
は
可
能
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

生
活
支
援
課

生
活
困
窮

者
自
立
支
援
事
業
担
当
▼

８
１
２

２
０
４
０
▼

８
３
８

０
１
６
６
▼
メ

ー
ル

＠

（
２
面
に
関
連
記
事
）

解決策を一緒に考えます（スタッフ一同）

相談者 

不安 

どうしよう… 

希望 

安
心 きてよかった 

相談者 相談員 

相談 
支援 

イラスト・竹下友英

市
内

の
社
会
福
祉
法
人
が
加
入

２
月

日

総
合
セ
ン
タ

ー
第
２
研
修
室
で
、
本
会
地

域
貢
献
委
員
会

（
以
下
・
委
員

会
）
設
立
総
会

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な

地
域
福
祉
課
題

に
取
り
組
み
、

地
域
福
祉
の
向

上
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と

し
て
、
昨
年
８

月
に
地
域
貢
献

委
員
会
準
備
会

を
発
足
し
、
本

会
組
織
構
成
会

員
で
あ
る
市
内
の
社
会
福
祉

法
人
に
呼
び
掛
け
、

の
社

会
福
祉
法
人
が
加
入
し
ま
し

た
。設

立
総
会
で
は
、
会
則
の

承
認
お
よ
び
役
員
選
出
が
行

わ
れ
、
社
会
福
祉
法
人
療
育

・
自
立
セ
ン
タ
ー
理
事
長
の

大
西
正

氏
が
委
員
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

地
域
福
祉
発
展

へ
力
を
尽
く
す

大
西
委
員
長
は

こ
れ
ま

で
、
福
祉
の
公
的
責
任
の
役

割
を
担
っ
て
き
た
社
会
福
祉

法
人
が
、
地
域
福
祉
の
分
野

に
お
い
て
も

誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り

の
一
端
を
担
う
こ
と
が

設立総会当日は 法人が参加

今
日
ほ
ど
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
時
代
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
複
雑
・
多
様
化
し
た

福
祉
課
題
に
対
応
し
て
い
く

た
め
に
、
社
会
福
祉
法
人
が

対
象
種
別
を
超
え
て
一
致
協

力
し
、
関
係
機
関
等
と
連
携

を
す
す
め
、
寝
屋
川
市
の
地

域
福
祉
の
発
展
の
た
め
に
尽

く
し
て
い
き
た
い

と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

事
業
検
討
進
め
る

今
年
４
月
か
ら

生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法

が
施
行

さ
れ
、
疾
病
や
失
業
等
を
原

因
と
す
る
経
済
的
貧
困
だ
け

で
な
く
社
会
的
孤
立
な
ど
の

状
態
に
あ
る
方
へ
の
支
援
も

含
め
、
今
後
は
委
員
会
が
取

り
組
む
べ
き
事
業
に
つ
い
て

具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
予

定
で
す
。

（
２
面
に
関
連
記
事
）

★安心した生活を送れるように
生活に不安があり、どこに相談していいかわからない
なかなか仕事がみつからない 失業し家賃が払えない 家
族のことで悩んでいる（ひきこもり、ニートなど） 将来
が不安

★まずはご相談を 自立相談支援事業
生活の困りごと、不安を感じている方は、社協事務局生

活支援課まで電話、 、来所などでご相談ください。
相談支援員、就労支援員がお話を伺い、具体的な解決策を
一緒に考え継続した支援を行います。

★家賃相当額を支援します 住居確保給付金事業
離職などにより住まいを失った方、失うおそれのある方

に、就職に向けた活動をすることなどを条件に一定期間、
家賃相当額を支給します（相談・申請受付は社協事務局生
活支援課、支給決定は市が行います）。※年齢、所得状況等、
要件があります。

★社会参加・就労に向けて 就労準備支援事業
社会との関わりに不安がある 他の人とコミュニケ

ーションが苦手 などの相談では、就労に向けた準備とし
て一定期間、支援プログラムに沿って社会体験の場、就労
体験の場などを提供します。

医
療
機
関
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

４
０
０

献
血
で
す
。

４
０
０

献
血
は
、
前
回
の
献
血
か
ら
男

性
で

週
間
後
、
女
性
で

週
間
後
の
同
じ

曜
日
か
ら
献
血
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
男
性

は

歳
か
ら
、女
性
は

歳
か
ら
で
き
ま
す
。

寝屋川市内地域・団体献血スケジュール
（８月以降実施予定分、 献血のみ受付しています）

正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
休
み
（
万

代
百
貨
店
萱
島
店
駐
車
場
で
の
献
血
の

み
、
午
後
０
時

分
か
ら
午
後
１
時

分

ま
で
休
み
）
。
都
合
に
よ
り
日
時
・
場
所

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
他
に
も
寝
屋
川
市
内
で
の
献

血
が
あ
り
ま
す
。
市
内
・
市
近
郊
の
日

程
・
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
北
大
阪

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
、

０
７
２

６
３
２

４
７
４
７
（
市
外
局
番
か
ら

お
か
け
く
だ
さ
い
）
ま
で
。
※
寝
屋
川

市
内
で
行
う
献
血
は
、
ワ
ガ
ヤ
ネ
ヤ
ガ

ワ
健
康
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
で
す
。

け
ん
け
つ

ち
ゃ
ん

※
献
血
は

歳
ま
で
で
き
ま
す
（
但
し

歳
か
ら

歳
ま
で
に
一
度
献
血
し
た
こ
と
が

あ
る
人
）
。
４
０
０

献
血
は
、
男
女
と
も

体
重

以
上
（
年
間
回
数
は
男
性
３
回
以

内
、
女
性
２
回
以
内
）
。

※これらの献血は校区福祉委員会および関係機関・団体がお手伝いしています。

日 程 実施予定場所 受付時間
５月 日 京阪寝屋川市駅東口前

午前 時
午後４時 分

５月 日 アル・プラザ香里園
５月 日 万代百貨店萱島店駐車場
６月５日 イズミヤ東寝屋川店駐車場
６月６日 市立総合センター
８月５日 寝屋川市役所

寝寝 屋屋 川川 作作 文文 堂堂アアルルババイイトト募募集集
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会員募集 一般 学童
（昼 夜）大筆 小筆 実用書 ペン字

月４回 円（一般）

初心者から師範以上

入門８回講座あり

太秦緑が丘 木田町 対馬江東町 その他

木翠園

携帯

地
域
の
力
を
活
か
し
た

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

失
業
や
病
気
、
何
ら
か
の

理
由
で
つ
ま
ず
き
、
孤
立
し

た
り
、
ひ
き
こ
も
っ
た
り
、

生
活
に
困
窮
す
る
人
が
増
え

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
悩
み
や
課
題

を
抱
え
て
い
る
人
を
、
あ
た

た
か
く
見
守
り
な
が
ら
支
援

し
、
地
域
社
会
の
中
で
自
立

で
き
る
よ
う
応
援
す
る
土
壌

が
寝
屋
川
市
に
は
あ
り
ま

す
。
ま
ち
か
ど
福
祉
相
談
所

や
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

動
な
ど
の
取
り
組
み
を
担
う

校
区
福
祉
委
員
会
。
ま
た
、

自
治
会
や
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
住
民
の
方
々
な
ど
、

す
で
に
あ
る
地
域
の
力
を
活

か
し
て
、
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
築
き
な
が
ら
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。社

会
的
に
孤
立
す
る
人
や

ひ
き
こ
も
り
、
生
活
困
窮
者

の
自
立
を
支
援

社
協
は
平
成

年
４
月
か

ら

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法

の
取
り
組
み
を
市
か
ら

受
託
し
、
社
会
的
に
孤
立
す

る
人
や
生
活
に
困
窮
す
る
人

を
早
い
段
階
で
把
握
し
、
深

刻
な
事
態
に
陥
ら
な
い
よ
う

未
然
に
防
ぐ
仕
組
み
を
築
き

◎寝屋川市からの受託事業 ○一部受託事業 ☆大阪府社協からの受託事業

ま
す
。
ま
た
、
す
ぐ

に
は
就
労
に
至
ら
な

い
人
な
ど
、
生
活
の

リ
ズ
ム
や
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

づ
く
り
の
支
援
を
行
い
な
が

ら
、
就
労
に
む
け
た
準
備
、

支
援
を
行
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
施
設
の
地

域
貢
献
活
動
と
共
に
地
域
福

祉
課
題
に
取
り
組
む

の
か
ぎ
預
か
り
事
業
に
ぜ
ひ

協
力
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
た
だ
、
夜
間
や
深
夜
は

ス
タ
ッ
フ
も
少
な
い
た
め
不

安
で
し
た
。
全
市
で
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
、
ま
だ
私
の
施

設
で
は
緊
急
対
応
の
要
請
は

な
い
の
で
す
が
、
施
設
ス
タ

ッ
フ
に
対
し
定
期
的
な
対
応

方
法
や
手
順
の
確
認
、
説
明

が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
自
信
を
も
っ
て
対
応
で

き
る
よ
う
繰
り
返
し
対
応
の

訓
練
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
楠
根
の

里
・
理
事
長

東
森
幸
子

氏
）

大
切
な
個
人
情
報
を
し
っ
か

り
と
管
理

私
た
ち
病
院
で
は
、
医
療

や
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
加

え
、

か
ぎ
を
お
預
か
り
す

る

と
い
う
形
で
地
域
の
方

と
の
新
た
な
つ
な
が
り
を
持

ち
、
高
齢
者
の
支
援
や
地
域

貢
献
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
特
に
大
切
な
鍵
の

保
管
と
同
時
に
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
し
っ

か
り
と
守
秘
義
務
を
守
り
、

対
応
を
し
て
い
く
よ
う
に
心

掛
け
て
い
ま
す
。

（
河
北
病
院
・
医
事
課
主
任

宇
田
川
三
奈
氏
）

地
域
と
の
連
携
を
強
め
地
域

に
開
か
れ
た
施
設
を
目
指
す

施
設
で
は
認
知
症
の
方
が

多
く
生
活
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
ぎ
預
か
り
事
業
を
通
じ
て

関
係
が
で
き
た
地
域
の
方
と

よ
り
交
流
を
深
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
施
設
と
い

う
特
別
な
場
所
で
は
な
く
地

域
の
中
で
共
に
暮
ら
す
住
民

と
し
て
ご
近
所
付
き
合
い

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ぜ

ひ
、
か
ぎ
預
か
り
事
業
の
利

用
者
や
地
域
の
人
に
も
施
設

を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

よ
り
安
心
し
て
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
こ
こ
か

ら
木
田
元
宮
・
館
長

富
永

美
穂
氏
）

責
任
が
重
く
不
安
も
大
き
か

っ
た
で
す
。
し
か
し
地
域
で

不
安
を
感
じ
て
い
る
高
齢
者

を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

福
祉
施
設
と
し
て
地
域
の
お

役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
思
い
、
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。
か
ぎ
預
か
り
事
業

へ
参
画
し
た
こ
と
で
、
校
区

福
祉
委
員
の
方
や
自
治
会
の

方
か
ら
地
域
の
行
事
へ
の
招

待
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
の
声
か

け
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り

地
域
と
の
関
わ
り
や
連
携
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
香

西
会
テ
レ
サ
・
生
活
相
談
員

辻
広
二
郎
氏
）

施
設
ス
タ
ッ
フ
へ
の
定
期
的

な
手
順
確
認
を
心
掛
け
る

私
た
ち
施
設
と
し
て
、
こ

事
業
に
参
画
し
て
地
域
と
の

つ
な
が
り
が
深
ま
る
！

当
初
こ
の
事
業
の
話
を
聞

い
た
時
は
、
大
切
な
家
の
鍵

を
預
か
る
わ
け
で
す
か
ら
、

緊
急
時
安
否
確
認
（
か
ぎ
預
か
り
）
事
業
は
利
用
者

の
鍵
を
預
か
る
寝
屋
川
市
内

施
設
の
協
力
の
も
と
運

営
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
エ
リ
ア
の
施
設
担
当
者
の
声
を
き
き
ま
し
た
。

平
成

年
２

月
に
市
内

の

社
会
福
祉
法
人

で
設
立
さ
れ
た

地
域
貢
献
委
員

会
の
子
ど
も
や

高
齢
者
、
障
害

者
福
祉
に
関
す

る
専
門
知
識
や

技
術
、
関
係
者

と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
な
ど
と
力

を
合
わ
せ
、
さ

ま
ざ
ま
な
地
域

福
祉
課
題
の
解

決
改
善
に
取
り

組
み
ま
す
。

生活に困窮している人を早期に把握して相談に応
じ、あたたかく支えます。（生活困窮者自立支援事業）

社会福祉法人がもつ専門性を活かし、一致団結して
地域福祉課題に取り組む地域貢献委員会を支援しま
す。

緊急時安否確認（かぎ預かり）事業の充実を図ること
を通じて、福祉事業所や新聞配達事業者等と、また、
市高齢者見守りネットワーク推進事業とも連携した
見守りネットワーク の展開を図ります。

災害に備え、災害ボランティアセンター設置時の運
営体制づくりや備品類の整備に努めます。

地域福祉活動や各種ボランティア活動の新たな担い
手を養成する取り組みを、積極的に取り組みます。

認知症について、地域で理解や予防の取り組みを推
進します。地域包括支援センターや関係機関等と共
に、認知症になっても安心できる地域づくりを目指
します。

〔住民主体〕を組織の基盤におく社協として、 話
し合い と 合意形成 を図る会議や研修、懇談会
など 場 づくりを積極的に進めます。

平成 年度社会福祉事業予算 収入の部 （単位：千円）

平成 年度社会福祉事業予算 支出の部 （単位：千円）

収 入 区 分 予算額 割 合 内 容
補助金収入 ％ 寝屋川市・大阪府などからの補助金収入
共同募金配分金収入 ％ 共同募金会からの配分金収入（歳末たすけあい募金含む）
会費収入 ％ 住民賛助会員・組織構成会員会費収入
受託金収入 ％ 寝屋川市・大阪府社協からの受託金収入
寄付金収入 ％ 一般寄付金・善意銀行寄付金・福祉基金寄付金収入
事業収入 ％ 地域包括支援センター・移送サービス等利用料収入
雑収入 ％
受取金利息収入 ％
繰入金収入 ％ 収益事業からの繰入金収入
繰越金収入 ％ 前年度からの繰越金
収入合計 ％

支 出 区 分 予算額 割 合 内 容
法人運営事業 ％ 法人運営経費（人件費含む）
共同募金配分金事業 ％ 広報紙発行経費・地域福祉活動への助成金等
歳末たすけあい運動事業 ％ 歳末たすけあい運動配分金・事務費

校区福祉委員会活動推進事業 ％ 校区福祉委員会への活動助成金・まちかど福祉相談事業
費等

小地域ネットワーク活動推進事業 ％ 小地域ネットワーク事業推進助成金等

在宅福祉活動推進事業 ％ 移送サービス・外出援助サービス・元気アップ介護予防
ポイント事業等受託事業経費

ボランティア活動推進事業 ％ ボランティア講座、ボランティアセンター運営費等
献血推進事業 ％ 献血記念品・ポスター印刷経費等
基金運営事業 ％ 福祉基金利息運用事業・積立金
善意銀行事業 ％ 善意銀行運営経費等
資金貸付事業 ％ 資金貸付事務経費
日常生活自立支援事業 ％ 日常生活自立支援事業経費
地域包括支援センター事業 ％ 地域包括支援センター運営経費（人件費含む）
生活緊急支援金事業 ％ 生活緊急支援金事業費
生活困窮者自立支援事業 ％ 生活困窮者自立支援事業経費
繰越金 ％ 次年度への繰越金
支出合計 ％

社 協 だ よ り第 号 年（平成 年） 月 日

重重点点目目標標重点目標
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★

★

★
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★

寝
屋
協

面

０
５
１
５
０
２

藤

奥

井

井

井

尚

口

藤

藤

藤

そ
れ
ぞ
れ
の

視
点
か
ら高

齢
者
見
守
り
活
動
報
告
研
修
会

第
五
校
区
福
祉
委
員
会

は
、
平
成

年
２
月

日
に

高
齢
者
見
守
り
活
動
報
告

会

を
開
き
ま
し
た
。
当
日

は
福
祉
委
員
の
ほ
か
、
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
の
会
の
メ

ン
バ
ー
や
第
六
中
学
校
区
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

方
々
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

報
告
会
で
は
、
見
守
り
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
３
つ

の
自
治
会
か
ら
高
齢
者
見
守

り
活
動
の
報
告
が
あ
り
、
そ

の
後

見
守
り

活
動
の
理
想
と

現
実

を
テ
ー

マ
に
グ
ル
ー
プ

討
議
を
行
い
ま

し
た
。
グ
ル
ー

プ
討
議
で
は

見
守
る
側

と

見
守
ら
れ

る
側

の
立
場

そ
れ
ぞ
れ
の
視

点
か
ら
多
く
の

意
見
を
出
し
合

人が参加してグループ討議も

い
ま
し
た
。

出
た
意
見
の
一
部

◎
見
守
る
範
囲
が
限
ら
れ
る

（
限
界
が
あ
る
）

◎
向
こ
う
三
軒
両
隣
の
付
き

合
い
が
希
薄

◎
元
気
な
高
齢
者
に
は
、
見

守
る
の
で
は
な
く
、
生
き

が
い
を
感
じ
て
も
ら
う
こ

と
も
重
要

◎
見
守
ら
れ
る
側
も
受
け
身

で
は
な
く
、
ご
近
所
と
顔

を
知
り
合
う
こ
と
も
大
事

第
五
校
区
福
祉
委
員
会
・

田
村
幸
子
委
員
長
は

高
齢

者
見
守
り
活
動
に
つ
い
て
、

自
分
た
ち
の
取
り
組
み
を
発

表
し
、
み
ん
な
で
聞
い
て
意

見
を
出
し
合
う
、
お
互
い
に

学
び
合
う
研
修
会
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
校
区
で
の
取

り
組
み
を
こ
れ
か
ら
さ
ら
に

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
で

す

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
４

東
圏
域

そ
の
４

東
圏

来
所
相
談

も
増
加

高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口

の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
以
下
・
地
域
包
括
）

と
社
会
福
祉
協
議
会
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
（
以
下
・

）
と

の
地
域
に
お
け
る
連
携
の
様

子
の
第
４
回
目
で
す
。
今
回

は
、
東
地
域
（
第
一
中
・
第

四
中
学
校
区
）
の
地
域
包
括

と
担
当

に
話
を
聞
き

ま
し
た
。

ま
ち
か
ど
福
祉

相
談
所
を
通
じ
て

第
四
中
学
校
区
地
域
包
括

（
旧
東
地
域
包
括
）
で
は
、

以
前
よ
り
梅
が
丘
ま
ち
か
ど

年に
一度

見守り員懇談会 開く

北
校
区

福
祉
委
員

会
で
は
、

見
守
り
の

必
要
な
ひ

と
り
暮
ら

し
高
齢
者

な
ど
の
方

へ
の
支
援

の
あ
り
方

を
、
年
に

一
度
確
認

す
る
話
し

合
い
を
行

っ
て
い
ま

す
。３

月

日
に
西
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
、
北
校
区
福
祉
委

員
会
、
北
校
区
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
と
、
北
校

区
内
で
活
動
す
る
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
の
花
会
が
、
見

守
り
を
し
て
い
る
方
の
最
近

の
生
活
の
様
子
な
ど
を
話
し

合
い
ま
し
た
。

北
校
区
に
は

の
地
区
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
日
は
地

区
ご
と
に
テ
ー
ブ
ル
を
囲

み
、
日
頃
見
守
っ
て
い
る
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
よ
う

す
や
最
近
の
変
化
を
話
し
合

い
ま
し
た
。

あ
る
地
区
で
は
、
日
頃
の

さ
さ
い
な
変
化
で
も
見
守
り

を
し
て
い
る
福
祉
委
員
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
で
報
告
し

あ
っ
た
り
、
特
に
注
意
が
必

要
な
状
況
の
と
き
は
、
介
護

保
険
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。北

校
区
福
祉
委
員
会
は
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
し

て
き
め
細
か
い
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
緊
急
時
安
否
確
認
（
か

ぎ
預
か
り
）
事
業
を
通
し
た

見
守
り
活
動
の
事
例
も
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は

か
ぎ
を
預

か
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、

日
頃
の
見
守
り
活
動
を
よ
り

よ
い
取
り
組
み
に
す
る
一
環

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回

の
見
守
り
員
懇
談
会
は
緊
急

時
安
否
確
認
（
か
ぎ
預
か

り
）
事
業
を
す
す
め
て
い
く

上
で
も
参
考
に
も
な
り
ま
し

た
。見

守
り
活
動
や
地
域
の
支

え
の
必
要
な
方
の
安
否
確
認

と
い
っ
た
取
り
組
み
は
、
北

校
区
を
始
め
、
多
く
の
校
区

福
祉
委
員
会
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

福
祉
相
談
所
に
社
会
福
祉
士

が
相
談
員
、

と
一
緒

に
相
談
対
応
を
し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守

り
に
つ
い
て
取
り
組
み
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
地

域
包
括
の
専
門
職
（
社
会
福

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

は
、
認
知
症
高
齢
者
や
知
的

障
害
、
精
神
障
害
な
ど
に
よ

り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

が
対
象
に
な
り
ま
す
。
在
宅

の
方
だ
け
で
は
な
く
、
施
設

や
病
院
に
入
所
、
入
院
し
た

方
で
も
利
用
が
で
き
ま
す
。

【
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
】

▼
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま

す
。
▼
通
帳
を
預
か
り
、
生

活
費
の
支
払
い
等
の
支
援
を

行
い
ま
す
。
▼
大
切
な
書
類

等
を
貸
金
庫
で
預
か
り
ま
す
。

【
契
約
】

▼
日
常
生
活
支
援
事
業
を

利
用
さ
れ
る
場
合
は
面
談
の

後
、
契
約
が
必
要
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
で
自
立
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
お

手
伝
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

生
活
支
援
課

日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
担
当
（
専
用

）
８
３
８

０
１
９
９

祉
士
、
主
任
介
護
支
援
専
門

員
、
看
護
師
な
ど
）
が
輪
番

で
相
談
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
平
成

年
度
か
ら

新
た
に
開
設
さ
れ
た
第
一
中

学
校
区
地
域
包
括
で
は
、

、
中
央
校
区
福
祉
委
員

会
と
と
も
に
中
央
ま
ち
か
ど

福
祉
相
談
所
開
設
に
向
け
た

準
備
に
関
わ
り
ま
し
た
。

ま
ち
か
ど
福
祉
相
談
所
の

開
設
準
備
を
通
じ
て

、
校
区
福
祉
委
員
会
と
の

関
係
が
深
ま
っ
て
き
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

身
近
な
相
談
窓
口

高
井
セ
ン
タ
ー
長
（
第
四

中
学
校
区
地
域
包
括
）
は

東
包
括
時
代
か
ら
地
元
の

福
祉
委
員
会
、
自
治
会
、
老

人
会
か
ら
介
護
予
防
教
室
、

出
前
講
座
な
ど
の
依
頼
が
あ

り
ま
し
た
が
、
担
当
エ
リ
ア

が
狭
く
な
っ
て
も
依
頼
件
数

は
増
え
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
に
認
知
度
が
高
ま
っ
て
き

て
い
る
と
思
い
ま
す

。

川
村
セ
ン
タ
ー
長
（
第
一

中
学
校
区
地
域
包
括
）
は

昨
年
度
に
新
た
に
開
設
し

た
地
域
包
括
で
す
が
、

を
通
じ
て
校
区
福
祉
委
員

会
の
方
々
と
の
接
点
を
早
い

段
階
で
持
つ
こ
と
が
で
き
、

ま
ち
か
ど
福
祉
相
談
所
と
の

関
わ
り
も
で
き
講
座
な
ど
の

依
頼
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

事
務
所
へ
の
来
所
相
談
も
多

く
地
域
の
み
な
さ
ん
に
温
か

く
迎
え
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す

。

年
度
の
目
標

塚
脇

は

地
域
包

括
の
方
々
と
ま
ち
か
ど
福
祉

相
談
所
の
運
営
な
ど
を
通
じ

て
い
ろ
い
ろ
と
話
を
す
る
こ

と
で
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

連
携
の
必
要
性
を
感
じ
て
い

ま
す
。

年
度
は
ま
ち
か
ど

福
祉
相
談
所
を
増
や
し
、
相

談
だ
け
で
な
く
、
人
が
集
い

交
流
で
き
る
場
に
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す

。

川
村
セ
ン
タ
ー
長

４
月

１
日
か
ら
始
ま
っ
た
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
制
度
で
社
協

が
相
談
窓
口
と
し
て
事
業
を

ス
タ
ー
ト
し
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。
地
域
包
括
で
も
、
ひ

き
こ
も
り
、
失
業
し
た
子
ど

も
と
同
居
し
て
い
る
高
齢
者

の
方
の
相
談
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
家
族

の
支
援
な
ど

も
含

め
、
一
緒
に
動
い
て
く
れ
る

窓
口
と
し
て
期
待
し
て
い
ま

す

。

※
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口

で
あ
る
地
域
包
括
は
、
寝
屋

川
市
内

カ
所
（
中
学
校
区

に
１
カ
所
）
設
置
さ
れ
、
社

協

は
寝
屋
川
市
内
に

７
人
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
エ
リ
ア
に
各
１
人
と
そ

れ
を
統
括
す
る
職
員
１
人
）

配
置
し
て
い
ま
す
。

◇

★
寝
屋
川
市
第
一
中
学
校
区

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
住

所

寝
屋
川
市
秦
町

６
、
ク
リ
ス
タ
ル
コ
ー
ト
１

階
、

８
２
１

２
２
６
１

★
寝
屋
川
市
第
四
中
学
校
区

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
住

所

寝
屋
川
市
打
上
南
町

１
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
い
ち
ょ
う
園
内
、

８
１

４

５
１
１
２

ゴ
ル
フ
協
会

匿
名
希
望

２
件

※
善
意
銀
行
へ
の
預
託
合

計
金
額
は
、
６
万
１
１
６
６

円
で
し
た
。

※
一
般
寄
付
へ
の
寄
付
金

合
計
金
額
は
、
４
万
６
０
６

５
円
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。善

意
銀
行

預
託
者
名

◇
物
品
の
部

千
成
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式

会
社

（
寝
屋
南
２
丁
目
）

匿
名
希
望

２
件

※
期
間
中
の
預
託
物
品

は
、
ラ
ー
メ
ン
・
ポ
ー
タ
ブ

ル
ト
イ
レ
・
松
葉
杖
で
し

た
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
々

（
平
成

年
１
月
１
日

３
月

日
・
敬
称
略
）

◇
現
金
の
部

西
島

重
雄
（
太
間
町
）

堀
江

活
男

（
高
宮
あ
さ
ひ
丘
）

京

い
み
子
後
援
会

（
寝
屋
新
町
）

高
柳
５
丁
目
北
婦
人
会

（
高
柳
５
丁
目
）

中
西

恭
三（
成
田
西
町
）

社
明
七
中
地
区
推
進
委
員

会寝
屋
川
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

社 協 だ よ り年（平成 年） 月 日 第 号

善意銀行預託品在庫リスト
物品名 数量 物品名 数量 物品名 数量 物品名 数量

紙オムツ
（パット式） 点 紙オムツ

（パンツ式） 点 ケアガーゼ
枚箱入り ４箱 風呂手すり １点

石油ストーブ １点 シャワーチェア １点 電気炊飯器 １点 松葉つえ １点

杖 ６本 ４点杖 １本 車イス ２点 タオル 数点

電気保温台 １点 鍋 １点 フライパン １点

（
平
成

年
５
月
７
日
現
在
）

寝屋川市社会福祉協議会 （月 金９時から 時 分）

第五校区北
校
区

重重点点目目標標



★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

この機関紙は、共同募金配分金を活用して作成しています。印刷コスト１部 円（ 、 部作成）

社 協 だ よ り第 号 年（平成 年） 月 日

参加者募集本
会
で
は
、
外
出
が
困
難

な
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方

を
対
象
に
、
リ
フ
ト
付
き
車

両
を
使
い
送
迎
す
る
移
送
サ

ー
ビ
ス
事
業
と
高
齢
者
外
出

援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
担

っ
て
い
る
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
す
。
現
在
活
動
中
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
定
年
退

職
し
た
方
や
、
仕
事
を
し
な

が
ら
休
日
に
活
動
を
行
っ
て

い
る
方
も
お
ら
れ

な
に
か

地
域
社
会
の
役
に
た
て
た

ら

時
間
を
有
意
義
に
使

え
た
ら

な
ど
、
活
動
理
由

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

今
回
、
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
さ
れ
る
方
を
対
象

に
、
安
全
で
安
心
し
て
送
迎

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ

実際に福祉車両を使って演習

５月 日
か ら

社
会
福
祉
協
議
会
登
録
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
連
絡

会
主
催
で
、
広
く
市
民
の
み

な
さ
ん
に
日
頃
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に

に
こ
に
こ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ま
つ
り

を
開
催
し

ま
す
。

是
非
、
こ
の
機
会
に
ご
覧

く
だ
さ
い
。

舞
台
発
表

車
い
す
レ
ク
ダ
ン
ス
、
マ

ジ
ッ
ク
、
カ
ラ
オ
ケ
、
歌
体

操
、
踊
り
、
落
語
、
朗
読
、

楽
器
演
奏
と
一
般
参
加
の
エ

ン
ジ
ェ
ル
バ
レ
エ
や
ゲ
ス
ト

歌
手

（
田
中
佑
季
）

さ
ん
の
出
演
な
ど
。

日
時

５
月

日

午
前

時

分

午
後
４
時

場
所

総
合
セ
ン
タ
ー
２

階
講
堂

パ
ネ
ル
の
展
示

日
時

５
月

日

６

月
５
日

場
所

総
合
セ
ン
タ
ー
１

階
ロ
ビ
ー

イ
ベ
ン
ト
は
下
表
参
照
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

地
域
福
祉
課

８
３
８

０
４
０
０

昨
年
の
ま
つ
り
の
様
子

う
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

あ
な
た
も
講
習
会
を
受
講

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
日
程
・
内
容

◎
１
日
目
【
講
義
】

６
月

日

午
前

時
か

ら
午
後
５
時

分
（
正
午
か

ら
午
後
１
時
は
昼
休
憩
）

◎
２
日
目
【
演
習
】

６
月

日

午
前

時
か

ら
午
後
１
時

◎
全
日
程
（
２
日
間
）
受
講

必
須

▼
会
場

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

５
階

会
議
室
１
・
２

▼
参
加
対
象

◎
市
内
在
住
の
方

◎
普
通
免
許
を
お
持
ち
で
日

常
、
車
を
運
転
さ
れ
て
い
る

歳
ま
で
の
方
（
運
転
に
自

信
の
な
い
方
お
よ
び
ペ
ー
パ

※午前は 時 時まで、午後は１時 ３時までです。
※終日開催イベントは午前 時 午後３時です。

第 回にこにこボランティアまつり イベント詳細
日 時 内 容 場 所

５月 日 午前 映画上映：愛情航路

◎映画上映
保健福祉センター
５階会議室１・２

◎フリーマーケッ
トや花の販売など
市立総合センター
１階ロビー

午後 健康調査、フリーマーケット

５月 日 午前 映画上映：幸福の黄色いハンカチ

午後 フリーマーケット

６月１日 午前
映画上映：学校
花の販売

午後 花の販売、フリーマーケット

６月２日
午前

映画上映：男はつらいよ
花の販売、野菜と手作り品の販売

午後
花の販売、野菜手作り品の販売、
フリーマーケット

６月３日 午前 映画上映：昭和のお笑い名人芸

午後 フリーマーケット

６月４日
午前

手作り品の販売、タイルアート作
品の実演・販売

午後
手作り品の販売、タイルアート作
品の実演 販売、フリーマーケット

６月５日 午前
フリーマーケット

午後

ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
）

◎
月
１
回
以
上
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
（
無
償
活
動
）
で
き

る
方

▼
定
員

人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

地
域
福
祉
課

８
３
８

０
４
０
０

元
気
ア
ッ
プ
介
護
予
防
ポ
イ
ン
ト
事
業

歳
以
上
の
市
民
が
、
い

つ
ま
で
も
元
気
で
楽
し
く
生

活
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

介
護
予
防
を
目
的
と
し
て
市

内
の
介
護
保
険
施
設
・
障
害

者
（
児
）
施
設
・
児
童
施
設

（
保
育
所
等
）
で
簡
単
な
サ

ポ
ー
ト
活
動
を
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
、
介
護
予
防
サ
ポ

ー
タ
ー
と
し
て
登
録
し
て
い

ま
す
。

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
活
動
す
る
と
ポ
イ
ン
ト

が
も
ら
え
、
交
付
金
（
１
年

で
１
万
円
が
限
度
）
に
換
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

活
動
内
容
は
、
お
話
し
相

手
や
お
茶
出
し
、
趣
味
を
活

か
し
た
活
動
な
ど
で
、
特
段

の
資
格
や
経
験
は
不
要
で
す
。

登
録
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る

に
は
、
登
録
研
修
を
１
回
受

け
て
く
だ
さ
い
。

登
録
研
修
の
開
催
日
は
上

表
の
と
お
り
で
す
。
７
日
前

ま
で
に
、
来
所
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

地
域
福
祉
課

８
３
８

０
４
０
０

認
知
症
介
護
家
族
交
流
会

老
人
介
護
者
家
族
の
会
主
催

寝
屋
川
市
老
人
介
護
者
家

族
の
会
（
山
崎
祥
子
会
長
）

は
、
認
知
症
の
方
を
介
護
す

る
家
族
が
集
ま
り
、
交
流
を

図
る
場
と
し
て

認
知
症
交

流
会

を
開
い
て
い
ま
す
。

こ
の
交
流
会
は
、
偶
数
月

の
第
３
金
曜
日
を
定
例
に
家

族
、
関
係
者
、
介
護
者
家
族

の
会
会
員
が
参
加
し
、
介
護

を
す
る
う
え
で
悩
ん
で
い
る

こ
と
や
認
知
症
介
護
に
関
す

る
必
要
な
情
報
を
収
集
、
交

換
す
る
な
ど
、
参
加
者
同
士

で
語
ら
い
の
場
を
設
け
て
い

ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
参
加
も
あ
り
、

専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
う
機
会
も
あ
り
ま

す
。認

知
症
の
方
を
介
護
す
る

家
族
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
不

要
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
（
上
表
参
考
）
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

地
域
福
祉
課

８
３
８

０
４
０
０

れ
ん
こ
ん
畑
と
い
う
が
、

ハ
ス
池
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

私
で
す
。
昔
は
、
こ
の
地
方

の
特
産
で
も
あ
り
、
れ
ん
こ

ん
畑
が
見
渡
せ
ま
し
た
が
、

開
発
が
進
み
少
な
く
な
り
ま

し
た
。
徳
島
市
郊
外
で
は
、

広
大
な
れ
ん
こ
ん
畑
の
風
景

が
見
ら
れ
ま
す
。

美
し
い
花
が
咲
く
水
生
植

物
観
賞
用
や
農
作
物
と
し
て

栽
培
さ
れ
食
用
に
な
る

れ

ん
こ
ん

の
肉
厚
の
根
茎

は
水
面
下
の
泥
の
中
で
十
分

な
日
光
を
受
け
て
ソ
ー
セ
ー

ジ
の
形
の
様
に
成
長
し
、
自

然
の
甘
味
と
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ

し
た
食
感
で
正
月
の
お
節
料

理
に
欠
か
せ
な
い
食
材
で

す
。す

べ
て
の
部
分
が
、
有
用

に
な
る
こ
の
植
物
を
、
福
祉

活
動
に
な
ぞ
ら
え
れ
ば
、
水

面
下
と
言
わ
な
い
が
、
あ
ま

り
人
目
に
付
か
ず
地
道
に
活

動
し
て
人
々
が
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
よ
う
に

れ
ん
こ
ん

を
大
き
く
育
て
、
社
会
に
美

し
い
花
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

願
う
想
い
で
す
。

こ
の
花
は
、
イ
ン
ド
の
国

花
、
水
生
植
物
で
は
人
気
が

あ
る
純
粋
、
完
璧
、
美
を
象

徴
す
る
花
で
す
。

（福）日本聴導犬協会では、身近な社会貢献として保護犬から育成
する聴導犬・介助犬の候補犬育てのボランティア（ソーシャライザ
ー）さんを募集しています。１年間子犬を預かる盲導犬と異なり、
２カ月間くらいごとの交替になります。もともと保護犬たちなの
で、しつけよりも愛情を与えてくださるご家庭を募集しています。
条件
毎月１回のパピークラス（大阪 動物海洋専門学校：大阪市

西区四ツ橋）に、お預かり犬同伴で参加できる方で
留守がちでないご家庭 スキンシップいっぱいの愛情を与えて

くださるご家庭 フードや予防薬などは、（福）日本聴導犬協会負担
お預かり中の家屋や家具の破損、不注意によるお預かり犬の事故
などでの医療費はご負担いただくことになります 毎月のパピーク
ラスへの交通費はご負担いただくことになります １頭だけでな
く、継続できるご家庭 ご家族構成、犬を飼った経験は不問です。
※先住の犬がいるご家庭は、その子の気質などを拝見させていた
だくことになります。
お気軽にお尋ねください
厚生労働省関東信越厚生局長所管 社会福祉法人日本聴導犬協会
〒 長野県上伊那郡宮田村 １

携帯

＠
関西広報ボランティア 幸井（こうい） ／

あなたも詩人になれます
★５月 日開講 詩作教室 生徒募集
★ 歳以上の方、初心者の方歓迎
★隔週金曜午後１時半開講（ 分）
★マイ湯呑 スリッパ持参
★受講料 円（１回）
★一番街商店街 金箔書房 ２階

（寝屋川市早子町 １）

問い合わせ問い合わせ

寝寝 屋屋 川川 作作 文文 堂堂寝 屋 川 作 文 堂

開 催 日 会 場

６月 日

保健福祉センター５階会議室１・２８月 日

月 日

月 日 保健福祉センター４階健康指導室

２月 日 保健福祉センター５階会議室１・２

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時

分

３
時

分
ま
で
。
※
開

催
月
の
市
広
報
に
も
案
内
記
事

を
掲
載
し
ま
す
。
※
た
だ
し
日

程
、
会
場
は
都
合
に
よ
り
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

認知症介護家族交流会開催予定

平成 年度介護予防サポーター登録研修開催日
（５月 翌年１月）

実施年 登録研修日 会 場

平成 年

５月 日

保健福祉センター５階
研修室５

７月 日
９月 日
月 日

平成 年 １月 日
研修時間：午前 時 正午 受付開始：午前９時 分

障害者の方々への、入浴・排泄
及び食事、整容・着脱等の介助
等の支援をおこなう短期入所施
設になります（夜勤もありま
す）。
詳細につきましては、下記まで
お問い合わせ下さい。

寝屋川市大谷町７番１号

短期入所施設 大谷の里

担当 竹迫・佐々木

寝屋川市大谷町７番１号

短期入所施設 大谷の里

担当 竹迫・佐々木

アアルルババイイトト募募集集アルバイト募集 ひとり一人に合わせた指導で大きく伸ばす

寝屋川幼児教室
（寝屋川市駅、 そば）

香里幼児教室
（香里園駅、関西医大隣り）

１歳 の知能開発・小学校受験（実績
多数）・障がい児能力開発コース有

個別学習院
小・中学生の学習指導

私立中学・高校受検、中高一貫コ ス、
高等支援学校受験コース他

入会問い合わせ （ ）
★ 検索 寝屋川幼児教室

寝屋川幼児教室
（寝屋川市駅、 そば）

香里幼児教室
（香里園駅、関西医大隣り）

個別学習院
小・中学生の学習指導


